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【緒言】 植物生理の環境応答においては細胞や組織内への各種のイオンの出入りが関与していること

が知られている。環境応答時にイオンが大気中へ放出され、それを非破壊的かつリアルタイムで計測で

きれば、植環境応答メカニズムの解明に有効な方法となる。我々は磁気浮上電極電離箱を用いた空間イ

オン電荷計測装置によって、植物に照射する光の有無でのイオン発生や暗黒状態での周期的イオン発生

（概日リズムを表す）を測定することができた。これは植物生理学研究の新たな電気計測の装置・方法

であり、サイエンス農業において野菜や花卉の成育・管理などにも有用である。 

【実験装置】磁気浮上電極電離箱の基本構造および測定方法は既に公表している（１）。図１は磁気浮上

電極電離箱を用いた植物イオン電荷計測システムの概略図である。システムは磁気浮上電極電離箱、コ

ンピュータ（MALIC）3 台と気体流入装置及びインキュベータから構成されている。エアーを、植物を

密閉したインキュベータに流入し、植物の成育環境を回ったエアー中のイオンを MALIC_B（プラスイオ

ン電荷）とMALIC_C（マイナスイオン電荷）で測定する。一方 MALIC_Aでは外気のバックグラウンド

電荷を測定し、B と C から A の測定値の差を取ることによって植物から放出されるイオンの正味の電荷

を求める。 

【結果】 測定結果の例を図 2 に示す。対象

は収穫したばかりのりんご（品種：陽光）で、

収穫時から暗黒状態に置いている。収穫の 24

時間後からマイナス電荷(青色)に 24 時間隔の

周期的なイオンの発生（概日リズム）が現れ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1． 植物イオン電荷測定システム             図 2．暗黒状態に置かれたりんごからのイオン電荷 

【文献】（１）川口 他，電気学会論文誌 E,Vol.133,No.10,(2013)                 

 

暗黒状態　陽光（ようこう）　300g（約1個分）換算　　赤：プラス電荷　　青：マイナス電荷
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